
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和２年５月１３日 

学校名 福井市日之出小学校   

校長氏名  井上 美智代    

 

 

様式第２号                                                  （提出日）令和３年１月２７日 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①日之出地区や地球の環境について学びます。 

②水や電気などの資源を大切に使います。 

③ごみを減らし、リサイクルに努めます。     

２ 取組内容 

① 環境学習 

・日之出地区の河川パトロールに出かけ、水質調査やごみ拾いを行い、自然環境について学びます。（５年

生） 

② 節電・節水・節約の取組 

・環境委員会で、使用していない教室等の消灯や手洗い場の水の使い方等を集会や掲示物等で呼びかけま

す。 

・余った紙や不要な紙は、裏を再利用したり、資源回収に出したりして、リサイクルを心がけます。 

・自分の持ち物には名前を書き、大切に使います。 

③ 地域と連携して分別回収 

・アルミ缶や古紙の回収を PTAや地域と連携して実施します。（年２回） 

・毎月１回、環境委員会が全校に呼びかけて、アルミ缶回収を行います。 

・使用済みインクカートリッジやテトラパック、ペットボトルキャップを回収します。    

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

③のアルミ缶回収では、環境委員が前日に全校に呼びかけ、当日は児童玄関前で回収を行い、回収結果を放送

等で報告しみんなの意識を高める。（協力、参加） 



福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

日之出小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 日之出地区や地球の環境について学びます。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・５年生が公民館の方々と一緒に日之出地区の河川パトロールを行いました。日之出地区

の４つの河川(荒川・赤川・古川・芝原用水)を回り、それぞれの場所で名前の由来や役

割について話を聞きました。また、川の水を採取して水質検査を行い、河川の環境につ

いて学び、周辺のゴミを拾いました。 

    

   

 ・昨年、九頭竜浄水場にて福井市の水道について学んだ５年生が今年は校外学習で大野市

に行き、「越前おおの水のがっこう」にて大野市の地下水や湧水文化に関するお話を聞

きました。消毒せずに飲めるほど地下水がきれいなので各家庭でくみ上げて利用してい

ることや、地下水が減少した時期があったため、今は地域のみんなで環境を意識し、地

下水保全活動に取り組んでいることを知りました。 

    

 

・４年生が校外学習で環境に関する施 

設を見学しました。 

◎東山クリーンセンターでごみの処理  

の仕方や再利用の仕組みについての   

お話を聞きました。   

② 資源を大切にするための取組 

・委員会活動で節電や節水のポスターを新しく作成し掲示しました。委員会紹介の放送 

で教室の電気をこまめに消灯することや、手洗い場では水を出し過ぎないことなど



 

を、全校児童に啓発しました。 

・両面印刷を心がけ、反古紙の裏面を再利用して、用紙の削減に努めました。 

・会議資料は印刷を控え、パソコンを会議室に持ち込みペーパレスで打合せをしまし 

た。 

・職員室や教室に、古紙リサイクルの箱や封筒を設置し、紙をなるべく捨てずに、資源 

回収に出し、リサイクルしました。 

③ ごみをできるだけ減らすための分別回収 

・７月と 10月に PTAや地域の方と協力して、資源回収を行いました。 

・ベルマーク活動の一環として使用済みインクカートリッジを回収しました。 

    
       

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

環境委員会の児童が「節水・節電」を呼びかけるポスターを作り、教室や廊下の電気のスイ

ッチ付近や水道の周りに貼り、お昼の放送で呼びかけました。学校全体の環境に対する意識

を高めるように努めました。(協力・参加) 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 総合的な学習の時間に河川パトロールをすることで、児童の中に環境保全の意識

や地域を大切にする気持ちが育ってきているようです。 

② 児童や職員に節電・節水・紙の節約などを啓発することで、限られた資源を大切

にする意識が高まってきました。 

③ 資源回収では、各家庭の協力を得ながら地域全体で取り組むことができました。 

【改善点】 

・本年度は新型コロナウィルス感染拡大防止の観点からアルミ缶、テトラパック、ペ

ットボトルキャップの回収を見合わせました。感染状況を見極めながら、これらの

回収を再開していけたらと考えています。 

・校外学習の回数が減ったことで今年の 4年生は福井市の浄水場見学に行くことがで

きませんでした。今後は、講師を招いての出前授業などを利用しながら継続して福

井県内の自然環境や水について学習する機会を増やしていきたいと考えています。 


